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活性化に向けて県等と空港運営会社がパートナーとして連携 
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連携 

現状の役割分担 

空港経営改革（一体運営・民間委託） 

各施設を別々の主体が運営し県等が全体をサポート 

国 駐車
場 

需要喚起 環境整備 
（二次交通等） 施設運営 路線誘致 

広島空港における空港経営改革の論点について 

◆空港活性化の推進体制 ◆取組みの加速に求められる空港運営のあり方 

周辺施設等 

交通事業者 

周辺施設等 

着地ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ 
商品造成協力 

円滑な連携 
環境整備 

運営効率化 
戦略的投資 

戦略的料金設定 
による路線誘致 

資料５ 

ﾈｯﾄﾜｰｸの更なる充実（ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ，ＬＣＣ等） 

アクセスの改善 

空港の魅力づくり 

◆空港経営改革（一体運営・民間委託）により期待される効果 

空港運営 

国際貨物ハブ拠点の活用 

圏域の拡大 

※いずれの運営体制においても，需要喚起や環境整備（二次交通等）は県等が主導的な役割 

≪目指すべき空港運営の姿≫ 

 

～空港全体の一元的なマネージメントとスピーディな施策展開～ 

実
施
戦
略 

将
来
像 

 エアポートセールスの高度化（人材強化，インセンティブの柔軟な運用） 

 施設の一元的な運用・再配置（トータルデザインに基づく利便性向上） 

 中長期的な視野にたった投資（スポット拡張など路線拡充を見据えた投資） 

≪体制強化が求められる背景≫ 
Ｚ ✈  空港の二極化や空港間競争の激化（誘致合戦）により広島空港が埋没するおそれ 

✈   現状ではｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞが強みであるものの，将来の人口減等により利用が低迷のおそれ  

✈  インバウンド拡大に伴う就航エアラインの増加（交渉相手の多数化） 

✈  ＬＣＣ等の航空サービスの多様化（ニーズの多様化）  

地域との連携の仕組み 

周辺施設の活用・連携 
（駐車場，ホテル等） 

地元との共生 
（環境対策等） 

空港アクセスへの貢献 

導入のタイミング 将来の収支（更新投資等） 

危機管理体制 
（初動体制等） 

◆導入する場合に検討が必要な事項 

≪民間の知恵による実施戦略の策定・実施≫ 
✈  地域が将来像を示し，事業者選定の実施スキームに反映させること等を通じて，将来像実現
のための「実施戦略」を策定・実施する有能なパートナーを選定することが期待できる。 

✈  民間のマーケティングノウハウを活かしたエアポートセールスの高度化が期待できる。 
  
≪空港全体としてのマネージメント強化≫ 
✈  管理者の異なる施設間の垣根を越えた施設運営が可能になるとともに，路線誘致と連動した
施設運営が可能となるなど，空港全体としてのマネージメント強化が期待される。 

✈  民間の資金を活用した中長期を見据えた戦略的な投資が期待できる。 


